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一

　
　
　
事
象
問
に
因
果
的
な
必
然
的
連
関
が
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
対
し
て
、
周
知
の
よ
う
に
否
定
で
以
っ
て
答
え
た
ヒ
ュ
ー
ム
の
論
拠
は
、

　
　
観
念
は
、
そ
れ
に
対
応
し
、
そ
れ
に
依
っ
て
再
現
さ
れ
る
印
象
か
ら
導
出
さ
れ
る
、
と
い
う
観
念
の
印
象
起
源
説
に
あ
っ
た
。
必
然
性
の

　
　
観
念
の
起
源
を
た
ず
ね
て
、
そ
れ
を
引
き
出
す
べ
き
対
応
印
象
を
外
的
事
象
の
内
に
見
出
し
得
な
い
と
い
う
事
実
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
主
著
『
人
性
論
』
を
「
実
験
的
論
究
方
法
を
精
神
上
の
虫
題
に
導
入
す
る
一
つ
の
企
て
」
と
性
格
づ
け
た
ヒ
ュ

　
　
ー
ム
が
、
　
ニ
ュ
ー
ト
ン
か
ら
受
け
継
い
だ
哲
学
的
態
度
の
帰
結
で
も
あ
っ
た
。
即
ち
ニ
ュ
ー
ト
ン
曰
く
、
「
実
験
哲
学
で
は
、
現
象
か
ら

　
　
帰
納
法
に
依
っ
て
導
き
出
さ
れ
た
命
題
は
、
そ
れ
に
対
立
す
る
ど
ん
な
仮
説
を
考
え
出
す
こ
と
の
で
き
る
場
合
で
も
、
そ
の
命
題
を
よ
り

　
　
正
確
に
し
た
り
、
そ
れ
を
例
外
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
別
の
現
象
が
現
れ
る
逡
は
、
そ
の
命
題
が
正
確
で
極
め
て
真
に
近
い
も
の
と
見
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
「
私
は
仮
説
を
創
ら
な
い
。
現
象
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
も
の
は
、
す
べ
て
仮
説
と
呼
ば
れ
な
け

　
　
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
実
験
哲
学
に
於
て
は
、
形
而
上
学
的
、
物
理
的
、
ま
た
は
力
学
的
な
ど
ん
な
仮
説
も
、
ま
た
隠
れ
た
性
質
も
許
さ
れ
な

　
　
（
3
）

　
　
い
。
」
ニ
ェ
ー
ト
ソ
の
ヒ
ュ
ー
ム
へ
の
影
響
は
明
白
で
あ
る
。
必
然
性
は
現
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
姦
）

　
　
　
更
に
、
お
よ
そ
異
る
事
物
は
互
い
に
区
別
で
き
、
区
別
で
き
る
事
物
は
思
惟
及
至
想
像
に
依
っ
て
分
離
で
き
る
。
」
と
い
う
ヒ
ュ
ー
ム

　
　
自
身
の
基
本
命
題
を
打
ち
立
て
る
時
、
原
因
事
象
と
結
果
事
象
は
、
一
つ
で
は
な
く
、
二
つ
で
あ
る
か
ら
、
区
別
で
き
、
思
量
乃
至
想
像

636　
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三
三
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四

に
よ
っ
て
分
離
さ
れ
得
る
。
従
っ
て
事
象
間
は
分
離
さ
れ
、
必
然
的
結
合
を
保
ち
得
な
い
と
考
え
て
も
矛
盾
不
合
理
を
含
ま
な
い
、
と
い

う
の
が
ヒ
ュ
ー
ム
の
論
旨
で
あ
っ
た
Q
と
こ
ろ
で
右
の
命
題
の
「
異
る
・
区
別
で
き
る
」
と
い
う
前
半
部
は
知
覚
の
次
元
で
の
℃
器
。
。
ぞ
Φ

な
表
現
で
あ
り
、
「
分
離
で
き
る
」
と
い
う
後
半
部
は
思
惟
の
次
元
で
の
⇔
o
妹
露
な
蓑
現
で
あ
る
と
解
さ
れ
よ
う
。
そ
こ
で
ヒ
ュ
ー
ム
は

思
惟
乃
至
想
像
に
依
っ
て
事
象
闘
の
必
然
性
に
つ
い
て
、
そ
の
否
定
を
立
言
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
問
題
を
広
げ
て
葺
え
ば
ヒ
ュ
ー
ム

の
結
論
は
、
思
惟
（
論
理
）
が
存
在
を
規
定
す
る
可
能
性
を
認
め
る
や
否
や
、
と
い
う
近
世
哲
学
全
般
に
通
じ
る
問
題
に
否
定
的
に
答
え

た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
Q
　
「
異
る
・
区
別
で
き
る
・
分
離
で
き
る
」
と
書
っ
て
、
意
識
の
事
実
を
魚
子
論
的
に
疑
え
る
限
り
、
ヒ
ュ
ー

ム
の
立
場
は
論
理
的
に
筋
の
通
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
一
方
で
因
果
的
推
理
を
不
断
に
な
し
、
明
暢
の
出
来
事
を
予
測
す
る
と
い
う
人
問
に
共
通
な
「
習
慣
」
酌
営
み
を
ヒ
ュ
ー
ム
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

否
認
し
た
訳
で
は
な
い
。
習
慣
は
「
霞
然
の
諸
原
理
の
中
の
一
つ
」
と
い
う
普
遍
性
を
荷
わ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ヒ
ュ
ー
ム

に
と
っ
て
の
問
題
は
、
一
つ
の
事
象
か
ら
他
の
事
象
を
因
果
的
に
推
理
す
る
と
い
う
こ
の
「
覆
慣
」
が
形
成
さ
れ
る
根
拠
を
問
う
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

あ
り
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
析
出
し
た
讐
は
、
時
空
的
近
接
（
原
因
の
連
鎖
）
と
時
闘
的
先
行
性
を
伴
っ
た
類
似
事
象
間
の
恒
常
的
接
続
と
い
う

外
的
印
象
の
次
元
に
於
る
事
実
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
郊
ち
事
象
A
と
事
象
B
が
空
間
的
に
接
し
て
お
り
、
A
が
B
に

時
聞
的
に
先
在
す
る
、
そ
の
よ
う
な
A
と
B
夫
々
に
類
似
し
た
事
象
群
の
闘
に
も
こ
の
二
つ
の
条
件
が
満
た
さ
れ
る
場
合
に
、
恒
常
的
接

続
は
成
り
立
つ
。
事
象
問
の
因
果
関
係
と
は
、
こ
の
恒
常
的
接
続
の
雷
い
換
え
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
関
係
に
未
だ
必
然
性
を
付
与
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
恒
常
的
接
続
と
い
う
「
遇
去
の
印
象
の
反
復
か
ら
は
、
た
と
え
そ
れ
を
無
籍
に
反
復
し
た
と
し
て
も
、
必

然
的
結
合
の
よ
う
な
或
る
新
ら
し
い
原
生
観
念
は
決
し
て
生
じ
な
い
」
か
ら
で
あ
る
。
事
象
の
電
磁
的
性
質
の
内
に
は
必
然
性
の
観
念
に

対
応
す
る
印
象
を
見
出
し
得
な
い
。
「
し
か
し
そ
れ
に
も
掬
ら
ず
」
「
、
心
が
一
つ
の
事
物
か
ら
そ
れ
に
日
頃
伴
う
事
物
へ
移
り
且
つ
後
者
を

そ
の
関
係
（
H
類
似
）
の
故
に
強
く
照
ら
し
て
想
う
よ
う
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
感
じ
る
。
」
必
然
性
と
は
、
心
が
限
定
さ
れ
る
、
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

う
「
感
じ
」
乃
至
「
内
的
印
象
」
に
他
な
ら
な
い
。
「
必
然
性
と
は
心
に
存
在
す
る
或
る
も
の
で
、
事
物
に
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。
」



　
　
問
題
は
外
的
印
象
か
ら
内
的
印
象
へ
と
移
さ
れ
る
。
必
然
性
の
観
念
の
出
所
は
、
先
ず
外
的
印
象
と
し
て
の
恒
常
的
接
続
で
あ
る
が
、
こ

　
　
れ
が
直
接
に
観
念
と
し
て
の
必
然
性
に
対
慈
す
る
の
で
は
な
い
。
必
然
性
の
観
念
は
恒
常
的
接
続
に
よ
っ
て
心
が
限
定
を
受
け
て
感
じ
る

　
　
内
的
印
象
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
内
的
印
象
と
は
何
か
G
そ
れ
は
ヒ
ュ
ー
ム
が
心
の
世
界
で
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
引
力
に
相
当
す
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
の
と
自
負
し
、
「
穏
か
な
力
」
と
呼
ん
だ
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
解
釈
さ
れ
る
。
「
こ
の
引
力
は
心
の
世
界
で
、
磨
然
界
に
於
る
と
同
様
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
稔
）

　
　
不
思
議
な
結
果
を
も
た
ら
し
、
多
く
の
多
様
な
形
で
現
れ
る
。
こ
の
引
力
の
結
果
は
到
る
所
で
顕
著
で
あ
る
」
と
ヒ
ュ
ー
ム
は
言
う
。
必

　
　
然
性
の
観
念
は
、
こ
の
「
穏
か
な
意
気
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
必
然
性
の
観
念
に
基
ず
い
て
心

　
　
は
原
因
事
象
か
ら
結
果
事
象
へ
と
習
慣
的
に
推
移
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
換
雷
す
れ
ぽ
習
慣
的
推
移
こ
そ
が
既
に
必
然
性
を
内
包
し
て
い

　
　
る
の
で
あ
り
、
必
然
性
は
習
慣
に
同
化
さ
れ
る
の
で
あ
る
Q
辱

　
　
　
以
上
の
よ
う
な
ヒ
ュ
…
ム
の
議
論
は
、
外
的
存
在
の
次
元
に
織
る
必
然
性
の
冒
段
丘
。
鋤
鉱
○
⇔
を
断
念
し
、
事
象
か
ら
事
象
へ
習
慣
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
推
移
す
べ
く
、
過
去
に
知
覚
し
た
慎
常
的
接
続
に
依
っ
て
心
が
限
定
さ
れ
る
、
必
然
性
が
「
心
に
感
じ
ら
れ
る
」
、
そ
の
時
の
「
感
じ
」

　
　
の
分
析
で
あ
り
、
必
然
性
の
観
念
が
心
に
宿
る
過
程
の
心
理
学
的
分
析
で
あ
る
。
し
か
し
直
ち
に
反
論
が
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
Q
必
然
性

　
　
と
は
習
慣
的
推
移
と
周
じ
で
は
な
い
。
　
「
穏
か
な
力
」
と
い
う
内
的
印
象
は
、
何
か
外
的
に
実
在
的
な
も
の
に
対
応
し
て
い
る
は
ず
で
あ

　
　
る
。
そ
れ
が
恒
常
的
接
続
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
恒
常
約
接
続
の
成
り
立
っ
て
い
る
原
爾
乃
至
理
由
こ
そ
を
問
う
べ
き
で
あ
る
。

　
　
こ
れ
に
対
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
そ
の
よ
う
な
原
因
乃
至
理
由
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
そ
れ
を
指
示
さ
れ
た
し
（
同
鳥
霧
躍
①
皆
難
躇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
ぴ
Φ
慰
。
ぎ
↓
＆
○
気
8
ヨ
⑦
）
」
と
反
駁
す
る
。
恒
常
的
接
続
が
成
り
立
つ
「
理
由
を
澗
察
で
き
な
い
（
≦
①
＄
づ
8
酔
二
期
＃
無
①
ぎ
紳
。
鋳
Φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
捲
⇔
8
鄭
o
h
多
①
。
o
且
§
。
鉱
○
⇔
）
。
」
一
般
に
印
象
の
原
因
は
不
可
知
で
あ
る
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
拠
っ
て
立
つ
所
は
、
観
念
の
印
象
起
源
説
で

　
　
あ
り
、
議
論
の
出
発
点
は
こ
れ
よ
り
先
に
湖
れ
な
い
。
し
か
し
「
印
象
」
に
よ
っ
て
ヒ
ュ
ー
ム
が
原
子
論
的
に
個
別
的
な
も
の
を
想
定
し

　
　
て
い
る
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
も
そ
も
必
然
性
の
観
念
は
個
別
的
な
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
に
対
応
す
る
印
象
も
億
別
的
に
指
し
示
す

　
　
こ
と
の
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。
観
念
の
印
象
起
源
説
に
立
つ
隈
り
、
必
然
性
に
対
応
す
る
具
体
的
黒
鯛
的
な
も
の
を
指
詰
し
得
な
い
の

656
　
　
　
　
　
　
必
然
性
と
反
事
実
的
条
件
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
箪
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折
隣
榊
掌
研
一
究
　
　
第
五
舶
臼
二
∴
一
六
口
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
鳳
ぬ
ハ

鰯　
　
は
当
然
で
あ
る
と
蕎
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ヒ
ュ
：
ム
の
認
め
た
「
穏
か
な
力
」
と
い
う
内
的
印
象
も
明
ら
か
に
個
別
的
な
も
の
で
は
な
い
。

　
　
そ
れ
は
「
感
じ
」
と
し
か
表
現
し
得
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
観
念
の
印
象
起
源
説
に
立
た
な
く
と
も
わ
れ
わ
れ
は
必
然
性
を
「
こ
れ
」
「
あ

　
　
れ
」
と
言
っ
て
指
し
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
は
、
恒
常
的
接
続
を
事
象
問
の
必
然
性
の
一
つ
の
判
定
基
準
と
し
て
認
め
る
が
、
後

　
　
に
述
べ
る
よ
う
に
恒
常
的
接
続
の
成
り
立
つ
理
由
を
た
ず
ね
て
、
知
覚
を
越
え
た
次
元
に
迄
立
ち
入
ら
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論

　
　
そ
の
よ
う
な
試
み
は
、
ヒ
ュ
ー
ム
の
議
論
の
範
囲
を
出
る
こ
と
で
あ
り
、
「
二
宮
に
現
れ
る
事
物
の
現
象
態
に
の
み
思
惟
を
限
」
ら
ず
「
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
の
本
性
及
び
諸
作
用
の
探
究
に
立
ち
入
」
る
こ
と
に
な
る
。

（
1
）
　
P
団
¢
彗
ρ
》
『
ミ
ミ
溶
ミ
緊
黛
㌣
嵩
§
冬
ミ
葬
＆
．
炉
｝
留
一
ぼ
・
鰻
σ
q
σ
Q
ρ
（
○
×
8
巳
y
ω
賓
辞
凶
二
や
尚
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
自
身
が
「
自
然
哲
学
が

　
　
そ
の
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
著
て
、
こ
の
方
法
を
遂
行
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
つ
い
に
完
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
糖
神
哲
学
の
限
界
も
拡

　
　
張
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
と
既
に
示
唆
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
o
O
h
い
い
冒
豪
雪
㌦
へ
8
炉
。
営
躬
口
。
嬢
磐
q
昏
。
冨
≦
8
冨
一
昏
8
⊆
導
。
断
じ
ご
堀
窯
。
。
ぴ

　
箒
鋒
a
o
δ
σ
q
冨
一
8
げ
。
二
毛
．
層
一
節
野
南
。
§
ご
鷺
ら
ミ
幾
ミ
馬
妹
£
馬
ミ
き
罎
牒
§
脚
＆
。
・
・
鐸
段
切
暮
お
馳
臼
．
妻
．
U
磐
賞
（
○
×
♂
首
邑
ミ
O
）
噂
や

　
　
一
〇
ω
●

（
2
）
H
謬
叢
β
§
罫
§
§
ミ
、
ミ
息
§
ミ
寒
蛛
袋
ミ
、
ミ
s
多
書
§
匙
卸
量
籍
ミ
ミ
導
偽
噸
。
・
ミ
錨
》
零
竃
。
貸
（
9
堅
剛
磐
お
①
①
）
”

　
＜
◎
轡
卜
。
”
ゆ
合
9

（
3
）
　
H
幕
≦
8
ジ
剛
野
蚕
‘
や
q
心
S
尚
、
　
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
こ
の
主
張
に
対
応
す
る
ヒ
ュ
ー
ム
の
主
張
は
、
次
に
見
ら
れ
る
と
思
う
。
　
「
入
日
の
究
極
の

　
　
根
源
的
な
性
質
を
見
出
し
た
と
称
す
る
仮
設
は
、
如
侮
な
る
も
の
も
、
臆
測
さ
れ
た
も
の
、
空
想
的
な
も
の
と
し
て
初
め
か
ら
斥
け
る
べ
き
で
あ

　
　
る
。
偏
U
陰
鵜
¢
ヨ
ρ
坤
瓢
儀
こ
や
×
×
H
．

（
4
）
　
O
．
譲
償
ヨ
Φ
」
瓢
野
罰
目
○
。
”
篭
．
刈
⑩
－
。
。
9

（
5
）
　
U
．
顕
ニ
ヨ
ρ
…
甑
野
ウ
H
お
●

（
6
）
　
P
譲
償
諺
Φ
＼
気
山
4
や
績
9
尚
、
こ
れ
は
カ
ン
ト
で
は
「
変
化
の
連
続
性
の
法
劉
」
と
言
わ
れ
る
も
の
に
相
当
す
る
Q
H
登
簿
M
辱
ミ
神
譜
、

　
越
憩
§
詳
謎
§
ミ
”
（
漫
法
9
0
℃
プ
騨
。
ゲ
①
じ
d
浮
一
鐸
げ
①
犀
）
ψ
卜
◎
㎝
メ
原
頁
は
》
b
o
O
り
”
ゆ
緩
群
ま
た
こ
れ
は
ラ
ッ
セ
ル
の
．
○
窪
鈴
＝
ぎ
窃
、
と
い
う
「
要

　
請
」
と
も
、
そ
の
存
在
論
納
地
位
の
異
同
は
鋼
に
し
て
、
相
似
で
あ
る
。
じ
ご
’
切
器
給
詳
窺
袋
§
嵩
さ
。
罎
嘉
M
篭
田
野
ら
繋
縞
ミ
ト
暁
ミ
蹄
3
（
冒
鼠
o
ρ



　
　
戸
漣
Q
。
y
℃
や
蒔
母
l
o
。
．

（
7
）
　
P
瓢
に
ヨ
①
し
営
儀
こ
，
臼
⑤
尚
、
こ
れ
を
批
判
的
に
問
題
に
し
た
も
の
と
し
て
、
○
捻
竃
’
り
留
好
餌
Φ
拝
、
．
○
曾
壁
国
跨
9
け
》
器
8
山
①
諺
α
き
。
・
亀
、
、

　
　
㌔
、
o
聴
ミ
§
鷺
ミ
罫
鳴
鵠
、
ミ
。
ミ
馬
§
象
“
暗
§
o
D
毛
冥
く
。
ド
鱒
。
。
（
お
α
海
）
．

（
8
）
U
・
瓢
償
幕
」
密
‘
や
鵠
伊

（
9
）
P
誕
二
幕
L
臣
陰
も
晶
①
㎝
「

（
1
0
）
　
◇
口
¢
幕
」
ぴ
剛
3
，
目
①
q
「

（
1
1
）
　
O
・
出
信
ヨ
ρ
齪
儀
二
罰
回
ρ

（
1
2
）
　
O
h
ρ
ゆ
償
。
げ
山
聾
r
さ
爆
魯
、
気
無
ら
勉
§
叙
導
恥
寧
叫
、
8
魯
書
劣
浄
馬
§
ら
ぶ
（
○
謀
。
尻
9
這
①
O
ソ
Ω
霞
㌻
く
押
審
嘗
9

（
1
3
）
　
∪
．
鵠
煽
ヨ
ρ
浮
心
”
や
ド
Q
◎
．
尚
、
ヒ
ュ
ー
ム
が
鋼
の
箇
所
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
時
、
心
の
世
界
に
下
る
「
力
」
に
つ
い
て
の
ヒ
ェ
ー
ム
の
議
論

　
　
に
は
、
解
釈
あ
難
点
が
あ
る
。
　
「
わ
れ
わ
れ
は
、
た
父
心
の
活
動
の
恒
常
的
鍍
続
を
知
覚
す
る
だ
け
で
、
こ
れ
よ
り
以
上
に
推
論
す
る
こ
と
は
で

　
　
き
な
い
。
外
的
対
象
と
同
じ
く
、
内
的
印
象
に
も
は
っ
き
り
と
し
た
勢
力
は
な
い
。
…
…
わ
れ
わ
れ
自
身
の
心
を
診
て
、
力
の
観
念
を
得
よ
う
と

　
　
希
望
し
て
も
無
駄
で
あ
ろ
う
。
」
○
。
頃
漏
ヨ
Φ
㌦
謀
野
，
①
。
。
。
。
．

（
1
4
）
　
O
■
顕
質
ヨ
ρ
肉
蕊
ミ
適
題
ら
§
鼠
ミ
ヤ
α
毎
導
鴨
窺
§
》
肘
§
9
N
譜
鳶
鳳
§
ミ
嵩
塾
＆
．
じ
》
留
一
ξ
声
望
σ
q
o
（
○
訟
o
a
y
や
お
．

（
1
5
）
　
O
．
顕
震
路
顔
壇
、
塗
翫
峯
“
膨
Q
。
継
■

（
1
6
）
　
P
瓢
ニ
ヨ
ρ
韓
3
や
り
ρ
℃
や
ト
⊃
Φ
？
メ

（
1
7
）
　
P
頃
已
昌
Φ
」
¢
伍
‘
や
8

（
1
8
）
　
○
・
瓢
¢
ヨ
ρ
陣
σ
剛
匹
‘
ワ
Φ
ω
G
。
■

二

667

　
と
こ
ろ
で
ヒ
ュ
ー
ム
の
因
果
律
批
判
に
依
っ
て
独
断
の
仮
睡
を
覚
ま
さ
れ
た
と
告
白
す
る
カ
ン
ト
は
、
因
果
関
係
に
ま
つ
わ
る
必
然
性

の
問
題
に
如
何
に
対
処
し
た
か
。
因
果
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
純
粋
悟
性
概
念
）
が
経
験
に
対
し
て
普
遍
的
に
妥
当
す
る
こ
と
を
認
よ
う
と

必
然
性
と
反
笹
葺
的
条
件
文

三
七
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折
μ
瀞
ず
研
究
　
　
鱗
即
五
百
二
十
山
ハ
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
一
陣

し
た
カ
ン
ト
が
、
ニ
ュ
…
ト
ン
の
自
然
学
を
前
提
に
し
て
、
そ
の
成
立
条
件
の
一
つ
と
し
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
見
出
し
た
と
言
う
だ
け
で
あ

る
な
ら
ば
、
自
然
学
の
可
能
根
拠
そ
の
も
の
を
人
間
的
知
覚
世
界
の
方
か
ら
問
う
ヒ
ュ
ー
ム
の
議
論
に
は
カ
ン
ト
は
触
れ
て
い
な
い
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
両
者
の
擦
れ
違
い
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
ヒ
ュ
…
ム
と
カ
ン
ト
の
哲
学
の
相
違
は
、
前
論
が
知
覚

世
界
の
原
子
的
事
象
の
集
舎
を
生
の
事
実
と
見
、
後
巻
が
科
学
的
惣
然
を
揺
る
が
し
難
き
事
実
と
見
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
こ
に
哲
学
の
営
み
を
す
る
者
は
深
い
二
元
性
を
認
め
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
カ
ン
ト
は
科
学
的
自
然
を
如
何
に
見
た
か
。
自
ら
後
に
独
断
的
と
呼
ん
だ
一
七
七
〇
年
の
『
就
職
論
文
』
の
立
場
か
ら
『
純

粋
理
性
の
批
判
』
へ
と
赴
い
た
理
由
を
周
知
の
よ
う
に
カ
ン
ト
は
二
様
に
述
べ
る
。
一
つ
は
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
へ
の
不
可
避
的
逢
着
、
一
つ

は
右
に
翻
っ
た
ヒ
ュ
1
ム
の
因
果
律
批
判
に
よ
る
警
告
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
二
つ
が
実
は
同
じ
一
つ
の
問
題
の
二

面
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
前
者
が
面
争
の
限
界
決
定
の
問
題
（
形
而
上
学
）
で
あ
る
に
対
し
て
、
後
者
は
科
学
的
認
識
の
可
能
根

拠
を
問
う
問
題
（
認
識
論
）
で
あ
る
と
い
う
内
容
上
の
大
き
な
枳
違
は
あ
る
が
、
問
題
の
発
生
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
客
観
的
妥
当
性
に
対
す

る
懐
疑
に
由
来
し
、
そ
の
場
合
カ
テ
ゴ
ジ
ー
は
、
就
中
「
関
係
」
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
は
、
被
制
約
者
と
無
制
約
者
と
の

関
係
に
つ
い
て
の
形
而
上
学
の
ア
ポ
リ
ア
で
あ
り
、
因
果
律
は
現
象
間
の
必
然
的
関
係
を
規
定
す
る
原
則
で
あ
る
。
し
か
も
両
者
は
夫
々

に
つ
い
て
の
判
断
の
形
式
を
同
じ
く
す
る
。
即
ち
下
民
判
断
で
あ
る
。
従
っ
て
カ
ン
ト
の
当
初
の
問
題
は
条
件
法
を
そ
の
判
断
の
形
式
と

す
る
関
係
命
題
の
分
析
と
そ
の
客
観
的
妥
当
性
の
演
繹
に
あ
っ
た
と
蕎
っ
て
よ
い
。
問
題
の
発
端
が
斯
く
の
如
く
で
あ
れ
ぽ
、
カ
ン
ト
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）

見
た
科
学
的
自
然
は
自
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
　
「
空
聞
に
論
る
現
象
的
実
体
の
内
的
規
定
は
、
諸
関
係
に
外
な
ら
な
い
」
と
暫
定
さ
れ
る
よ

う
に
、
自
然
に
於
る
現
象
は
関
係
と
し
て
の
み
認
識
可
能
で
あ
り
、
科
学
に
と
っ
て
は
自
然
は
関
係
の
体
系
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の

関
係
を
規
定
す
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
知
覚
現
象
の
分
析
抽
象
に
依
っ
て
獲
得
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
逆
に
現
象
を
綜
合
す
る
概
念
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
。
「
悟
性
概
念
は
一
切
の
感
性
的
な
も
の
を
抽
象
す
る
の
で
あ
っ
て
、
感
性
的
な
も
の
か
ら
抽
象
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
」
分
析
が
可
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
為
に
は
、
そ
の
荊
に
綜
合
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
「
異
る
・
区
別
で
き
る
・
分
離
で
き
る
」
と
い
う
原
子
論
的
立
場
に
簿

、



　
　
し
て
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
「
分
離
」
よ
り
も
何
よ
り
も
「
綜
合
」
が
純
粋
悟
性
の
基
本
的
事
実
で
あ
っ
た
。
因
果
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

　
　
つ
い
て
雷
え
ば
、
原
因
と
結
果
は
、
個
々
の
知
覚
経
験
に
先
立
っ
て
ア
・
プ
リ
オ
リ
に
綜
合
さ
れ
た
一
組
の
関
係
概
念
で
あ
り
、
こ
の
枠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
組
で
知
覚
世
界
に
言
及
す
る
時
へ
「
あ
ら
ゆ
る
変
化
は
原
因
と
結
果
と
の
結
合
の
法
翔
に
従
っ
て
生
じ
る
。
」
（
因
果
律
）
と
立
言
さ
れ
得

　
　
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
感
性
に
備
わ
っ
た
直
観
形
式
と
し
て
の
隠
里
と
空
間
に
加
え
て
、
人
間
悟
性
に
こ
の
よ
う
な
概
念
的
枠
組
が
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

　
　
経
験
的
誌
識
の
可
能
根
拠
と
し
て
の
概
念
的
枠
組
の
ア
・
プ
リ
オ
ジ
テ
ー
ト
を
認
め
て
こ
そ
、
一
切
の
経
験
的
認
識
が
可
能
に
な
る
と
い

　
　
う
立
場
、
従
っ
て
ま
た
そ
れ
と
圃
晴
に
単
な
る
多
様
で
無
規
定
な
現
象
と
し
て
与
え
ら
れ
る
感
覚
の
質
料
が
そ
の
よ
う
な
枠
組
に
依
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
杷
握
さ
れ
て
初
め
て
認
識
の
対
象
（
客
観
）
と
な
る
と
い
う
立
場
、
即
ち
超
越
論
的
観
念
論
は
、
カ
ン
ト
に
と
っ
て
は
何
も
特
殊
な
装
を

　
　
施
し
た
い
わ
ば
「
蝕
付
眼
鏡
」
で
は
な
く
、
現
実
の
経
験
的
認
識
を
分
析
す
れ
ぽ
必
ず
そ
こ
に
見
娼
さ
れ
る
認
識
の
構
造
で
あ
り
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
こ
そ
「
人
間
の
立
場
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
経
験
的
実
在
論
と
そ
の
意
味
で
表
裏
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
認
識
の
構

　
　
造
か
ら
独
立
し
た
存
在
と
し
て
、
人
間
の
立
場
か
ら
は
経
験
不
可
能
な
存
在
と
し
て
措
定
さ
れ
た
の
が
「
物
自
体
」
で
あ
っ
た
こ
と
は
欝

　
　
う
迄
も
な
い
。
物
正
体
に
つ
い
て
ヒ
ェ
ー
ム
の
議
論
と
の
連
関
で
雷
え
ぽ
、
そ
れ
は
ヒ
ュ
ー
ム
が
書
う
不
可
知
な
「
印
象
の
原
因
」
で
あ

　
　
ろ
う
。
カ
ン
ト
が
物
議
体
を
経
験
不
可
能
と
認
め
た
点
が
、
「
ヒ
ュ
ー
ム
の
警
皆
」
の
結
果
で
あ
り
、
一
七
七
〇
年
の
立
場
か
ら
の
転
換

　
　
で
あ
っ
た
。

　
　
　
さ
て
こ
の
よ
う
な
立
場
設
定
に
於
て
必
然
性
の
問
題
は
、
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
た
か
。
因
果
律
の
必
然
性
を
ヒ
ュ
ー
ム
が
「
習
慣
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
名
付
け
た
と
こ
ろ
の
主
観
的
必
然
性
で
あ
る
と
指
摘
し
た
の
は
全
く
至
当
で
あ
っ
た
」
と
書
っ
て
カ
ン
ト
は
ヒ
ュ
ー
ム
の
主
張
を
支
持
す

　
　
る
。
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
離
れ
て
は
（
非
認
識
主
観
的
に
は
）
何
物
を
も
認
識
で
き
な
い
と
い
う
カ
ン
ト
の
立
場
と
「
必
然
性
は
心
に
存
在
す

　
　
る
」
と
い
う
ヒ
ェ
ー
ム
の
結
論
と
が
あ
る
意
味
で
一
致
す
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
憧
常
的
接
続
を
知
覚
す
る
こ
と
か
ら
隈
定
を

　
　
受
け
て
必
然
性
の
観
念
が
心
に
生
ず
る
と
い
う
ヒ
ュ
ー
ム
の
議
論
に
対
し
て
、
因
果
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
い
う
概
念
的
枠
組
を
前
提
に
し
な

㈱　
　
　
　
　
　
必
然
性
と
反
事
実
的
条
件
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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70
6
　
い
限
り
、
い
く
ら
恒
常
的
接
続
を
知
覚
し
て
も
必
然
性
の
観
念
は
導
畠
さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
カ
ン
ト
の
ヒ
ュ
ー
ム
に
対
す
る
基
本
的
姿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
勢
で
あ
っ
た
。
必
然
性
は
「
知
覚
に
基
ず
く
も
の
で
は
な
く
、
知
覚
が
そ
の
下
に
包
摂
さ
れ
る
純
粋
悟
性
概
念
に
断
ず
く
。
」
知
覚
印
象
と

　
　
し
て
の
恒
常
的
接
続
を
因
果
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
包
摂
す
る
、
換
言
す
れ
ば
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
恒
常
的
接
続
に
適
用
す
る
（
「
投
げ
入
れ
る
」
）

　
　
こ
と
に
依
っ
て
、
必
然
的
な
因
果
判
断
が
成
り
立
つ
。
そ
し
て
ヒ
ュ
ー
ム
の
習
慣
的
推
移
は
、
カ
ン
ト
で
は
「
関
係
の
岡
一
性
（
「
ア
ナ

　
　
　
（
9
）

　
　
ロ
ギ
ー
」
）
」
と
表
現
し
直
さ
れ
、
新
た
に
こ
れ
に
必
然
性
が
付
与
さ
れ
る
と
解
釈
し
て
よ
い
。
と
こ
ろ
で
「
関
係
」
と
は
一
体
知
覚
さ
れ

　
　
る
も
の
で
は
な
い
。
知
覚
さ
れ
得
る
の
は
関
係
の
項
た
る
事
象
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
関
係
の
圃
一
性
そ
の
も
の
は
、
ど
う
い
う
次
元
で
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
り
立
つ
の
か
。
そ
れ
は
「
形
式
面
か
ら
見
ら
れ
た
自
然
」
に
於
て
成
り
立
つ
。
こ
の
意
味
で
の
自
然
を
カ
ン
ト
は
「
純
粋
悟
性
の
原
鋼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
正
1
）

　
　
体
系
」
（
匿
「
純
粋
自
然
科
学
」
）
に
依
っ
て
記
述
さ
れ
る
自
然
と
解
す
る
。
一
方
カ
テ
．
滋
リ
ー
と
は
「
現
象
に
、
従
っ
て
ま
た
現
象
の
綜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
括
と
し
て
の
自
然
（
質
料
の
面
か
ら
見
ら
れ
た
自
然
）
」
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
カ
ン
ト
の
議
論
は
、
自
然
に
二
面
を
認

　
　
め
、
現
象
の
太
腹
と
し
て
の
自
然
に
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
適
用
し
た
結
果
、
そ
こ
に
「
形
式
面
か
ら
見
ら
れ
た
農
然
」
が
成
立
す
る
と
い
う
議

　
　
論
で
あ
る
。
関
係
の
嗣
一
性
、
従
っ
て
必
然
性
が
成
り
立
つ
の
は
「
形
式
面
か
ら
見
ら
れ
た
自
然
」
に
於
て
で
あ
る
。
な
お
こ
の
関
係
の

　
　
同
一
性
を
表
わ
し
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
そ
の
構
成
要
素
と
す
る
因
果
律
な
ど
の
「
純
粋
落
性
の
原
瑚
」
は
、
単
に
仮
説
と
し
て
主
張
さ
れ
た

　
　
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
経
験
的
融
然
認
識
が
そ
れ
に
従
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
こ
ろ
の
ま
さ
に
「
原
則
」
と
い
う
資
格
を
与
え
ら
れ
た
の

　
　
で
あ
り
、
そ
れ
故
そ
れ
は
経
験
的
に
反
証
不
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
そ
れ
で
は
現
象
の
綜
括
と
し
て
の
自
然
に
必
然
性
は
成
り
立
た
な
い
の
か
。
筆
者
は
カ
ン
ト
の
書
う
自
然
の
二
薗
性
に
反
回
す

　
　
る
も
の
で
は
な
い
が
、
現
象
の
綜
括
と
し
て
の
自
然
に
も
何
ら
か
の
意
味
で
必
然
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
こ
の
問

　
　
題
を
如
何
に
扱
っ
た
か
。
個
々
の
運
動
や
変
化
に
関
す
る
「
特
殊
な
法
則
は
、
す
べ
て
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
従
う
け
れ
ど
も
、
経
験
的
に
規
定

　
　
さ
れ
た
現
象
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
カ
テ
ゴ
リ
ー
か
ら
は
聖
慮
に
は
導
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
法
期
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
を
学
び
知
る
為
に
は
経
験
が
加
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
」
「
質
料
の
面
か
ら
見
ら
れ
た
自
然
」
に
於
る
知
覚
経
験
が
加
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い



　
　
が
故
に
、
個
々
の
経
験
法
難
に
は
「
形
式
面
か
ら
見
ら
れ
た
自
然
」
に
必
然
性
が
成
立
す
る
の
と
同
じ
意
味
で
は
必
然
性
は
成
り
立
た
な

　
　
い
。
経
験
法
則
に
は
必
ず
蓋
然
性
が
伴
い
得
る
。
こ
れ
は
ヒ
ェ
ー
ム
の
帰
納
的
予
測
に
対
す
る
懐
疑
に
於
て
示
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
こ
と
で

　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
カ
ン
ト
で
は
経
験
法
測
は
カ
テ
．
翼
リ
ー
に
、
従
っ
て
ま
た
「
形
式
面
か
ら
見
ら
れ
た
自
然
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

　
　
成
り
立
つ
「
純
粋
悟
性
の
原
則
」
に
従
う
が
故
に
、
そ
れ
と
の
相
対
的
な
連
関
で
必
然
性
を
持
つ
こ
と
を
許
さ
れ
る
。
こ
こ
で
従
う
と
は
、

　
　
経
験
法
則
は
「
原
則
」
に
依
っ
て
「
統
整
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
「
原
則
」
と
は
「
構
成
愉
さ
れ
た
も
の
で

　
　
あ
る
が
、
そ
の
「
原
劉
」
の
機
能
は
、
知
覚
経
験
に
現
わ
れ
る
恒
常
的
接
続
の
「
統
整
」
、
即
ち
「
知
覚
さ
れ
る
も
の
の
必
然
的
結
合
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
が
そ
の
漂
則
に
依
っ
て
「
表
象
」
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
恒
常
的
接
続
に
「
原
則
偏
の
持
つ
必
然
性
を
投
げ
入
れ
、
恒
常
的
接
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
を
必
然
た
ら
し
め
、
そ
こ
に
経
験
法
則
（
跡
「
経
験
の
統
一
」
）
を
成
立
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
経
験
法
則
の
必
然
性
は
、
認
識
主
観
が
構

　
　
成
し
た
「
原
則
」
の
必
然
性
に
依
っ
て
保
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
カ
ン
ト
は
ヒ
ュ
ー
ム
に
つ
い
て
「
彼
は
法
幣
に
従
っ
て
な
す
わ
れ
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
の
規
定
の
偶
然
性
か
ら
、
法
則
そ
の
も
の
の
偶
然
性
を
誤
っ
て
推
論
し
た
」
と
言
う
。
ヒ
ュ
ー
ム
の
懐
疑
は
、
過
去
に
知
覚
さ
れ
た
恒
常

　
　
的
接
続
を
未
来
に
迄
延
長
し
て
考
え
る
こ
と
に
伴
う
蓋
然
性
を
見
抜
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
一
方
カ
ン
ト
は
過
去
に
於
る
恒
常
的
接
続
を

　
　
「
原
則
」
に
依
っ
て
必
然
化
し
、
そ
こ
に
成
り
立
つ
経
験
法
翔
の
必
然
性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
カ
ン
ト
の
議
論
は
、
経
験
法
瑚

　
　
の
「
必
然
化
説
」
と
名
付
け
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
議
論
の
拠
っ
て
立
つ
所
は
、
言
う
迄
も
な
く
自
然
法
則
、
就
中
ニ
ュ
ー

　
　
ト
ソ
自
然
学
の
法
則
の
成
立
と
い
う
事
実
に
あ
り
、
こ
の
事
実
を
救
う
為
に
そ
の
根
拠
（
「
権
利
」
）
を
問
う
た
と
こ
ろ
の
議
論
で
あ
っ
た
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
以
上
の
よ
う
な
「
必
然
縷
説
」
に
従
え
ば
、
経
験
法
則
の
必
然
性
は
、
認
識
主
観
に
備
つ
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
、
従
っ
て
ま
た

　
　
「
原
則
」
に
依
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
の
「
原
則
」
の
必
然
性
の
根
拠
は
問
わ
れ
な
い
事
に
な
る
。
因
果
律
と
い
う
原
劉
が
単
な

　
　
る
知
覚
経
験
か
ら
得
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
カ
ン
ト
の
言
う
通
り
、
筆
者
も
認
め
た
い
と
思
う
。
し
か
し
そ
の
因
果
律
の
根
拠

　
　
が
問
わ
れ
な
い
限
り
、
経
験
法
則
の
必
然
性
の
問
題
は
、
そ
の
答
を
根
拠
未
定
の
「
原
劉
」
に
預
け
た
に
止
ま
り
、
未
解
決
の
ま
ま
残
る

　
　
で
あ
ろ
う
。
　
「
原
期
」
の
構
成
要
素
た
る
カ
テ
．
隷
リ
！
を
カ
ン
ト
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
流
の
判
断
表
か
ら
導
出
し
た
こ
と
を
言
明
し
て
い

艦　
　
　
　
　
必
然
性
と
反
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四
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田
旧

る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
判
断
の
形
式
（
今
の
場
合
、
殴
書
判
断
）
と
い
う
言
語
の
文
法
構
造
に
必
然
性
は
付
随
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
カ
ン
ト
の
場
合
「
原
則
」
の
持
つ
必
然
性
の
根
拠
は
、
「
超
越
論
的
統
覚
」
の
機
能
に
迄
儲
る
が
、
そ
れ
以
上
は
不
問
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
一
体
必
然
性
と
は
「
心
に
あ
る
も
の
」
、
あ
る
い
は
認
識
主
観
が
自
然
に
「
投
げ
入
れ
る
」
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
く
恒
常
的
接
続
の
「
業
因
」
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
経
験
法
則
の
実
在
的
根
拠
が
「
物
自
体
」
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、

経
験
法
劉
に
必
然
性
を
認
め
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
網
嚢
の
問
題
は
、
個
々
の
経
験
法
則
の
形
成
過
程
で
は
な
い
。
こ
の
問
題
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
憩
）

し
て
は
カ
ン
ト
の
所
講
「
難
癖
の
仮
説
的
使
用
」
と
い
う
説
に
筆
者
は
岡
質
し
た
い
。
問
題
は
形
成
さ
れ
た
遡
る
経
験
法
則
が
必
然
的
と

資
格
づ
け
ら
れ
得
る
な
ら
ば
、
そ
の
必
然
性
の
所
在
で
あ
る
。

　
経
験
的
認
識
が
不
可
避
的
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
時
閤
と
空
間
と
い
う
直
観
形
式
と
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
い
う
概
念
的
枠
組
が
立
ち
入
る
こ

と
の
不
可
能
な
「
物
自
体
」
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
何
を
思
惟
し
得
る
の
か
。
カ
ン
ト
の
議
論
を
去
る
前
に
、
若
干
考
え
て
導
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

現
象
と
は
「
別
個
な
も
の
が
存
在
す
る
か
㎏
と
問
え
ば
、
カ
ン
ト
の
答
は
「
疑
い
も
な
く
存
在
す
る
」
で
あ
る
。
何
故
な
ら
現
象
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

て
、
現
象
を
「
超
越
し
た
、
即
ち
純
粋
悟
性
に
と
っ
て
考
え
得
る
根
拠
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
こ
の
現
象
の
根
拠
乃
至

原
因
と
い
う
意
味
で
の
物
自
体
に
依
る
現
象
の
「
触
発
」
、
即
ち
一
種
の
知
覚
因
果
説
を
カ
ン
ト
は
考
え
る
が
、
当
然
そ
れ
以
上
に
は
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

自
体
の
世
界
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
で
は
「
少
く
と
も
経
験
の
対
象
と
の
類
推
に
依
っ
て
」
物
自
体
の
世
界
に
言
及
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

る
か
、
と
問
え
ば
、
「
も
ち
ろ
ん
許
さ
れ
る
。
」
わ
れ
わ
れ
は
「
自
然
を
砺
引
す
る
場
合
に
、
世
界
構
造
に
関
し
て
前
提
せ
ざ
る
を
得
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

体
系
的
且
つ
合
務
的
的
な
秩
序
」
を
経
験
的
世
界
と
の
類
推
に
よ
っ
て
物
自
体
の
世
界
に
考
え
る
の
で
あ
り
、
経
験
的
認
識
の
最
後
的
完

結
を
昌
指
す
わ
れ
わ
れ
が
到
達
す
べ
き
「
理
念
」
（
醤
極
隈
概
念
）
と
し
て
物
自
体
の
世
界
を
措
定
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
物
自
体

に
つ
い
て
の
カ
ン
ト
の
記
述
の
内
で
、
筆
者
の
関
心
を
特
に
引
く
の
は
『
実
践
理
性
批
判
』
に
於
る
「
要
請
」
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

「
純
粋
実
践
理
性
の
根
本
法
則
し
の
存
在
を
「
そ
れ
霞
身
で
わ
れ
わ
れ
に
迫
っ
て
く
る
」
「
理
性
の
事
実
」
と
し
て
認
め
た
カ
ン
ト
が
、

そ
の
根
拠
を
物
自
体
の
世
界
に
成
り
立
つ
「
自
由
」
に
求
め
、
「
自
由
」
の
存
在
を
「
要
請
偏
し
た
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
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て
門
自
由
は
確
か
に
道
徳
法
則
の
存
在
根
拠
（
篤
怠
。
①
の
給
⇔
鎌
）
で
あ
る
が
、
し
か
し
道
徳
法
器
は
自
由
の
認
識
根
拠
（
窮
鉱
O
o
ρ
ぴ
q
鵡
？

　
　
　
　
　
（
2
5
）

ω
8
旨
象
）
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
を
疑
い
得
ぬ
も
の
と
し
て
述
覆
し
た
。
筆
者
は
こ
の
考
え
方
に
全
く
単
調
す
る
。
そ
し
て
こ
の
命
題
を

経
験
法
則
と
物
自
体
の
世
界
に
成
り
立
つ
必
然
性
と
の
関
係
に
そ
の
ま
ま
移
し
た
い
と
思
う
。
郡
ち
一
、
物
自
体
の
世
界
に
成
り
立
つ
必
然

性
は
経
験
法
則
の
存
在
根
拠
で
あ
り
、
経
験
法
則
は
物
霞
体
の
世
界
に
成
り
立
つ
必
然
性
の
認
識
根
拠
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
が
そ
れ
で

あ
る
。
経
験
法
則
の
必
然
性
の
根
拠
と
し
て
、
玉
露
体
の
世
界
に
必
然
性
を
「
要
請
」
す
る
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
れ
は
カ
ン
ト
の
経
験
的

認
識
と
い
う
理
論
理
性
の
次
元
を
越
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
敢
え
て
試
み
た
い
と
思
う
。
そ
の
場
合
物
自
体
の
世
界
に
必
然
性
を
認
め
る

一
方
で
、
カ
ン
ト
の
立
場
設
定
に
従
う
な
ら
ぽ
人
閲
の
自
由
が
不
可
能
に
な
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
議
論
を
他
の
機
会
に
護
り
た

い
。

　　け　　什　　肯　　酔　　陸　　け　　陣　　酔　　伸　　け　　陛　　陣
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9
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8
轟
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一
〉
謹
9
．s

ミ
堅
魑

ミ冨
蚤P
w雰
器響
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尚
、

カ
ン
ト
の
必
然
性
に
つ
い
て
の
議
論
…
の
鯉
川
釈
一
に
は
、
次
の
二
二
昌
を
参
　
考
に
し
た
o

ρ
b
ご
蘇
。
甑
勉
算
§
帖
愚
ず
篭
覇
黛
ミ
凶
罫
恥
勺
ミ
N
ε
愚
ξ
毫
勲
帯
§
♪
（
○
×
♂
艮
H
⑩
①
④
）
鳩
○
『
聲
毒
・

多
憎
ぎ
蛋
さ
註
”
防
目
蒔
ミ
セ
ミ
』
§
ミ
N
添
ミ
弩
蹄
鴇
”
（
合
舞
旦
H
O
＄
ソ

四
四

三

　
と
こ
ろ
で
経
験
的
な
自
然
法
則
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
構
造
を
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
迄
不
問
に
し
て
来
た
こ
の
問
題
を
改
め
て
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

え
た
い
。
そ
の
時
「
反
事
実
的
条
件
文
の
問
題
」
と
し
て
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
、
自
然
法
瑚
の
構
造
的
意
味
を
解
明
す
る
作
業
と
密

接
な
連
関
を
保
っ
て
、
論
じ
ら
れ
て
来
た
「
反
事
実
的
条
件
文
」
の
機
能
と
意
味
の
分
析
が
重
要
な
手
掛
り
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
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た
と
え
ば
「
す
べ
て
の
銅
は
、
加
熱
さ
れ
る
と
、
膨
張
す
る
」
と
い
う
類
の
も
っ
と
も
簡
単
な
経
験
的
自
然
法
則
は
、
「
す
べ
て
の
灘

に
つ
い
て
、
灘
が
五
な
ら
ば
、
謬
は
B
で
あ
る
」
即
ち
、
、
（
8
）
（
》
8
u
寒
）
．
、
と
形
式
化
さ
れ
る
が
、
～
方
た
と
え
ば
「
彼
の
す
べ
て
の
友

達
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
」
と
い
う
類
の
偶
然
的
普
遍
文
も
こ
れ
と
同
じ
形
式
を
有
し
、
ど
ち
ら
も
全
称
命
題
で
あ
る
。
岡
じ
形
式
で

記
述
さ
れ
る
文
の
内
で
、
一
方
を
法
期
、
他
方
を
偶
然
的
普
遍
文
と
資
格
付
け
る
理
由
の
一
つ
は
、
法
則
の
主
語
た
る
灘
（
た
と
え
ば

「
銅
」
）
を
満
足
す
る
対
象
の
ク
ラ
ス
が
、
法
則
を
証
拠
立
て
る
対
象
の
ク
ラ
ス
を
単
な
る
部
分
と
し
て
含
み
、
必
の
ク
ラ
ス
は
「
開
い

て
い
る
」
の
に
対
し
、
偶
然
的
普
遍
文
の
主
語
た
る
謬
（
た
と
え
ば
「
彼
の
友
達
」
）
の
ク
ラ
ス
は
、
そ
の
偶
然
的
普
遍
文
を
証
拠
立
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

対
象
の
ク
ラ
ス
と
一
致
す
る
、
即
ち
「
閉
じ
て
い
る
」
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
か
し
こ
の
相
違
は
本
質
的
な
特
徴
で
は
な
い
。
た
と
え
ば

「
す
べ
て
の
純
金
物
体
は
、
　
一
万
㎏
よ
り
小
さ
い
質
量
を
持
つ
」
と
い
う
類
の
普
遍
化
さ
れ
た
文
は
、
た
と
え
無
限
に
多
く
の
純
金
物
体

が
あ
る
に
し
て
も
、
ま
た
今
迄
観
察
さ
れ
た
純
金
物
体
の
質
量
が
す
べ
て
一
万
㎏
以
下
で
あ
る
に
し
て
も
、
法
則
と
は
認
め
ら
れ
な
い
で

　
（
3
）

あ
ろ
う
。
従
っ
て
諮
の
ク
ラ
ス
が
「
開
い
て
い
る
し
と
い
う
意
味
で
の
普
遍
性
は
、
法
則
を
法
則
と
し
て
資
格
付
け
る
一
つ
の
必
要
条
件

で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
し
て
も
、
他
の
普
遍
化
さ
れ
た
文
か
ら
法
則
を
識
別
す
る
為
の
充
分
条
件
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
恒
常
的
接
続

と
い
う
関
係
を
事
象
と
事
象
と
の
間
に
成
り
立
つ
関
係
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
「
純
金
物
体
」
と
コ
万
㎏
よ
り
小
さ
い
質
量
を
持
つ
」

と
い
う
よ
う
な
対
象
と
そ
の
性
質
と
の
間
に
迄
拡
張
し
て
考
え
て
よ
い
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
対
象
と
そ
の
性
質
と
の
間
に
も
恒
常
的
接
続

が
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
「
す
べ
て
の
純
金
物
体
は
、
一
万
㎏
よ
り
小
さ
い
質
量
を
持
つ
」
と
い
う
普
遍
文
は
、
必
然
性
を

有
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
反
事
実
的
条
件
文
を
導
入
し
て
必
然
性
の
意
味
を
考
え
る
立
場
に
基
い
て
、
そ
れ

は
普
遍
性
を
持
っ
て
も
、
必
然
性
は
持
た
な
い
と
考
え
る
。
自
然
法
則
の
必
然
性
の
意
味
は
、
普
遍
性
で
以
っ
て
は
完
全
に
は
記
述
さ
れ

　
　
　
　
　
（
4
）

得
な
い
と
考
え
る
。
自
然
に
於
る
事
象
や
対
象
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
る
必
然
的
な
文
は
、
普
遍
化
さ
れ
た
文
で
あ
る
が
、
逆
に
普
逓
化
さ

れ
た
文
は
、
必
ず
し
も
必
然
的
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
自
然
法
則
の
意
味
を
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。
任
意
の
普
遍
化
さ
れ
た
文
．
、
（
聴
）
（
》
練
u
寒
）
、
、
が
あ
り
、
且
つ
ム
を
満
足
し
な

　
　
　
　
必
然
性
と
反
事
実
的
条
件
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
顯
五
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折
隣
滋
や
研
究
　
　
第
五
百
二
十
山
ハ
庸
苓

矯
六

い
よ
う
な
対
象
．
z
が
与
え
ら
れ
る
な
ら
ぽ
、
そ
の
時
「
も
し
仮
に
．
z
が
孟
を
満
足
す
る
と
す
れ
ば
、
．
z
は
B
を
満
足
す
る
で
あ
ろ
う
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い
う
反
事
実
的
条
件
文
が
帰
結
す
る
、
と
い
う
議
論
を
そ
の
普
遍
化
さ
れ
た
文
が
「
支
え
る
ω
昌
娼
。
慧
」
場
合
に
の
み
、
そ
の
普
遍
化
さ

れ
た
文
は
法
則
と
い
う
資
格
を
有
す
る
。
た
と
え
ば
…
、
惑
星
の
公
転
軌
道
は
、
太
陽
を
焦
点
と
す
る
楕
円
で
あ
る
」
と
い
う
ケ
プ
ラ
ー
の

第
一
法
鋼
は
「
も
し
仮
に
十
番
自
の
惑
星
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
惑
星
の
公
転
執
道
は
太
陽
を
焦
点
と
す
る
楕
円
で
あ
ろ
う
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

反
事
実
的
条
件
文
を
「
支
え
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
先
の
「
銅
愉
に
つ
い
て
の
法
則
も
「
も
し
仮
に
こ
の
木
片
が
銅
で
あ
る
と
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
時
そ
れ
は
加
熱
さ
れ
る
と
、
膨
張
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
類
の
反
事
実
的
条
件
文
を
「
支
え
る
」
と
解
釈
さ
れ
る
。
と
こ
ろ

が
「
純
金
物
体
㎏
に
つ
い
て
の
先
の
普
遍
化
さ
れ
た
文
が
、
た
と
え
ば
「
も
し
仮
に
こ
の
地
球
が
純
金
物
体
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
そ
れ
は

一
万
㎏
よ
り
小
さ
い
質
量
を
持
つ
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
事
実
的
条
件
文
を
「
支
え
る
」
と
は
解
釈
で
き
な
い
。
ま
た
「
彼
の
友
達
の
す

べ
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
」
と
い
う
類
の
偶
然
的
普
遍
文
も
、
そ
れ
に
紺
応
ず
る
反
事
実
約
条
件
文
を
「
支
え
る
」
と
は
解
釈
で
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
い
。
従
っ
て
要
約
す
る
と
．
．
（
聴
）
（
≧
U
寒
）
、
鳩
と
い
う
形
式
を
持
ち
、
法
劉
と
資
格
付
け
ら
れ
る
文
だ
け
が
、
．
．
～
竪
．
、
と
い
う
任
意

の
対
象
i
が
与
え
ら
れ
る
時
、
．
．
善
偽
ヒ
ご
㌦
、
と
い
う
形
式
で
述
べ
ら
れ
る
反
事
実
的
条
件
文
を
「
支
え
る
」
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
記
号
㌢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

は
、
仮
定
法
o
D
β
げ
訳
註
怠
く
①
ヨ
O
o
似
で
述
べ
ら
れ
る
反
事
実
的
条
件
文
の
前
件
と
後
件
を
つ
な
ぐ
含
意
記
号
で
あ
る
。
自
然
法
則
は
、
過

去
、
現
在
、
未
来
に
わ
た
っ
て
観
察
さ
れ
吟
味
さ
れ
て
い
る
、
い
な
い
に
拘
ら
ず
、
そ
の
法
鋼
が
雷
及
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
象
や
対
象
の
性

質
を
述
べ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
法
則
に
対
応
す
る
あ
ら
ゆ
る
反
事
実
的
条
件
文
を
も
「
支
え
る
」
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
特

性
が
、
霞
然
法
寒
天
に
説
明
力
と
予
測
力
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
自
然
法
劉
は
、
単
に
事
実
や
可
能
的
事
実
に
依
っ
て
意
味
付
け
ら
れ

る
ぽ
か
り
で
は
な
く
、
反
事
実
に
よ
っ
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
、
し
か
も
重
要
な
意
味
で
意
味
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
何
故
な
ら
懲
然
法

則
が
そ
れ
に
対
応
す
る
反
事
実
的
条
件
文
を
「
支
え
る
」
と
い
う
法
鍵
の
こ
の
特
性
こ
そ
が
、
法
鰯
の
必
然
性
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る

鍵
と
な
る
と
筆
者
は
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
こ
の
「
支
え
る
し
と
は
、
一
体
ど
う
い
う
意
味
で
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
も
そ
も
一
般
に
反
事
実
的
条
件
文



　
　
に
依
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
何
を
主
張
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
ず
青
春
の
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
反
事
実
的
条
件
文
は
、
真
理
関
数
含
意
文
に
依
っ
て
翻
訳
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ぽ
「
も
し
仮
に
こ
の
本
を
読
ん
で
い
た
と
す

　
　
る
な
ら
ぽ
、
も
っ
と
良
い
考
え
が
生
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
事
実
的
条
件
文
の
前
件
は
、
実
際
に
「
こ
の
本
を
読
ん
だ
」
の
で

　
　
は
な
い
か
ら
、
事
実
で
は
な
く
、
従
っ
て
偽
で
あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
反
事
実
的
条
件
文
を
真
理
関
数
含
意
文
と
し
て
扱
う
な
ら
ば
、
そ
の

　
　
条
件
に
「
も
っ
と
良
い
考
え
は
生
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
後
件
を
つ
け
て
も
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
れ
は
真
と
な
る
。
反
事
実

　
　
的
条
件
文
を
主
張
す
る
時
に
は
、
「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
と
主
張
す
る
の
で
も
な
く
、
ま
た
形
式
的
に
真
偽
を
決
定
し
得
る
も
の
と
し
て

　
　
主
張
す
る
の
で
も
な
い
。
今
の
例
の
場
合
「
も
っ
と
良
い
考
え
が
生
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
省
乃
至
希
望
を
表
明
し
て
い
る
と

　
　
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。
反
事
実
的
条
件
文
の
真
偽
が
、
事
実
に
基
づ
い
て
純
論
理
的
観
点
か
ら
は
決
定
さ
れ
な
い
、
と
い
う
よ
り
は
決
定

　
　
し
ょ
う
と
す
る
こ
と
自
体
が
無
意
味
で
あ
る
の
は
、
形
式
論
理
学
が
反
事
実
的
条
件
文
を
そ
の
論
議
領
界
に
含
ん
で
い
な
い
こ
と
に
依
る

　
　
の
で
あ
る
。
反
事
実
的
条
件
文
は
、
そ
の
前
件
が
偽
で
あ
ろ
う
と
、
あ
る
い
は
そ
の
真
偽
を
判
定
で
き
な
く
と
も
、
前
件
が
後
件
を
労
る

　
　
特
別
な
仕
方
で
含
意
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
条
件
文
で
あ
る
。
馨
る
任
意
の
真
理
関
数
含
意
文
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
反
事
実
的
条
件
文

　
　
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ぽ
、
そ
の
真
理
関
数
含
意
文
を
わ
れ
わ
れ
が
主
張
し
た
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
何
ら
か
の
行
為
を
す
る

　
　
根
拠
に
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ぽ
或
る
土
製
の
花
瓶
に
つ
い
て
「
．
臼
㊦
詩
繭
蕩
嶺
管
購
ぴ
ぴ
、
u
、
昨
ぎ
“
艸
単
側
μ
舜
び
．
」
と
い

　
　
う
真
理
関
数
含
意
文
は
、
そ
の
前
件
が
偽
で
あ
る
場
禽
に
は
、
全
体
は
真
と
な
る
が
、
そ
の
時
そ
れ
に
対
応
す
る
「
も
し
仮
に
こ
の
花
瓶

　
　
が
床
に
落
ち
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
鳥
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
偏
と
い
う
反
事
実
的
条
件
文
は
、
空
想
約
な
物
語
の
一
文
で

　
　
あ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
を
主
張
す
る
気
に
は
な
れ
な
い
。
一
方
「
．
臼
㊦
転
得
蕊
熟
π
麟
び
び
、
u
．
摩
警
興
盤
ぎ
鋭
」
と
い
う
真
理

　
　
関
数
含
意
文
に
対
応
す
る
「
も
し
仮
に
こ
の
花
瓶
が
床
は
落
ち
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
割
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
離

　
　
実
的
条
件
文
を
わ
れ
わ
れ
は
実
際
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
主
張
し
得
る
反
事
実
的
条
件
文
の
前
件
と
後
件
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
真
理
闘
数
含
意
と
は
異
っ
た
意
味
の
「
つ
な
が
り
扁
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
前
件
と
後
件
の
間
に
こ
の
「
つ

776　
　
　
　
　
　
必
然
性
と
反
事
実
的
条
件
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酋
七
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786　
　
な
が
り
」
が
あ
る
場
合
に
だ
け
、
反
事
実
的
条
件
文
で
表
わ
さ
れ
る
事
態
を
わ
れ
わ
れ
は
主
張
し
得
る
の
で
あ
り
、
同
時
に
こ
の
「
つ
な

　
　
が
り
扁
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
反
事
実
的
条
件
文
の
機
能
が
特
に
注
意
を
引
く
の
は
、
た
と
え
ば
「
割
れ
る
」
と
か
「
溶
け
る
」
と
い
う
類
の
潜
性
述
語

　
　
象
。
。
℃
8
岡
怠
8
量
質
Φ
象
＄
什
①
ω
の
意
味
を
分
析
す
る
場
合
で
あ
る
。
「
執
る
も
の
が
水
中
で
溶
け
る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
「
観
察
に
依

　
　
つ
て
吟
味
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
或
る
も
の
は
水
中
に
あ
る
時
は
常
に
溶
け
る
」
と
い
う
こ
と
以
上
の
事
態
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
何

　
　
故
な
ら
水
中
に
は
決
し
て
入
ら
な
い
も
の
が
あ
る
か
も
知
れ
ず
、
そ
の
時
右
の
二
文
が
同
じ
事
態
を
表
わ
す
と
す
れ
ば
、
水
中
に
決
し
て

　
　
入
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
溶
け
る
」
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
そ
の
主
張
の
真
偽
は
別
に
し
て
、
無
意
味
に
な
っ
て
し
ま
う
か

　
　
ら
で
あ
る
。
猛
る
も
の
が
水
中
で
「
溶
け
る
」
か
否
か
を
観
察
に
依
っ
て
知
る
以
前
に
、
そ
の
覆
る
も
の
が
水
中
で
「
溶
け
る
」
と
主
張

　
　
す
る
こ
と
に
は
充
分
意
味
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
も
し
仮
に
火
星
の
表
面
に
あ
る
物
質
を
水
中
に
入
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
溶
け
る
で

　
　
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
事
実
的
条
件
文
を
主
張
す
る
こ
と
に
は
、
水
中
に
あ
る
そ
の
物
質
の
状
態
を
観
察
し
な
く
と
も
、
ま
た
そ
の
物
質
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
ど
の
よ
う
な
微
視
的
構
造
を
持
つ
か
を
知
ら
な
く
と
も
、
意
味
が
あ
る
。
こ
の
「
意
味
」
は
、
「
水
中
に
あ
る
」
と
い
う
前
件
と
「
溶
け

　
　
る
」
と
い
う
後
件
と
の
間
に
詣
る
特
別
な
「
つ
な
が
り
」
が
あ
る
と
考
え
て
初
め
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
こ

　
　
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
事
柄
は
、
漁
る
も
の
に
つ
い
て
「
そ
れ
は
水
中
で
溶
け
る
」
と
主
張
し
得
る
根
拠
が
、
「
あ
る
一
定
の
微
視
的

　
　
　
　
　
　
　
・
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
構
造
を
持
つ
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
、
水
中
で
溶
け
る
」
と
い
う
よ
う
な
観
察
に
よ
っ
て
知
っ
た
一
般
的
規
則
性
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
は

　
　
な
く
、
水
中
に
な
け
れ
ば
溶
け
る
と
い
う
状
態
を
平
し
な
い
も
の
が
、
「
も
し
仮
に
水
中
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
溶
け
る
で
あ
ろ
う
」
と
い

　
　
う
野
荒
実
的
条
件
文
の
前
件
と
後
件
と
の
問
に
或
る
特
別
な
「
つ
な
が
り
」
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
「
溶
け
る
」
と
い
う
類
の

　
　
潜
性
述
語
の
意
味
は
、
こ
の
「
つ
な
が
り
」
を
内
包
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
1
）
　
多
竃
‘
O
ぴ
雲
。
ぎ
＼
．
6
冨
0
8
9
受
み
9
霊
9
0
§
山
試
9
巴
”
、
堵
ミ
認
蝕
㎝
9
（
お
跳
Y
…
客
0
8
飢
巳
β
．
．
↓
冨
℃
8
窪
①
ヨ
。
｛
O
o
§
葦
辺
0
9
巴

　
　
　
　
　
0
9
象
瓜
9
¢
。
グ
．
、
（
曲
り
心
①
）
M
石
馬
ミ
ミ
帖
ら
勉
黛
ミ
置
潮
恥
㌧
説
職
象
§
書
毫
§
o
q
黛
禽
♪
　
Φ
瓜
●
　
い
●
ピ
一
房
す
　
（
鵠
露
誉
。
ポ
　
日
㊤
窃
鱒
）
．
こ
の
二
論
文
以
降
現
在
に
至
る
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迄
「
反
裏
実
的
条
件
文
」
に
関
す
る
論
文
は
多
数
あ
る
。

（
2
）
　
O
や
φ
Z
鋤
鴨
一
壇
ぎ
9
、
§
譜
、
鳥
ミ
浄
㌧
偽
§
♪
（
冒
匿
。
ジ
H
O
2
y
勺
P
①
b
っ
ム
’

（
3
）
Ω
．
ρ
P
欝
ヨ
旦
M
、
ミ
。
防
§
ξ
ミ
さ
§
ミ
浄
N
§
3
（
℃
§
陣
圃
8
・
注
口
ド
8
①
y
Ω
尋
箏
伊
留
9
も
。
…
≦
．
多
①
勉
5
．
、
多
§
巴
冨
壽
雪
。
a

　
O
o
暮
議
受
み
。
・
曽
9
0
0
盈
…
［
び
冨
グ
、
鳩
》
㌧
§
ぜ
篭
♂
ぎ
r
δ
（
一
8
0
）
…
≦
．
日
戸
註
ρ
》
6
い
琴
ミ
竜
ミ
ミ
辱
職
§
翫
ミ
認
（
○
嫁
o
a
M
δ
お
y
ワ
負
篭

（
4
）
　
O
栖
O
●
類
．
＜
8
≦
臨
σ
q
簿
M
肉
娩
蔑
ミ
ミ
欺
。
、
～
§
匙
q
y
～
誉
謎
牒
§
ミ
謡
壁
（
轡
§
鐵
§
”
お
ご
γ
Ω
6
や
響
留
。
門
●
G
。
…
≦
．
蒙
捲
蹴
ρ
．
．
¢
臥
く
Φ
鼠
ぞ
霧
畠

　
Z
8
難
語
ざ
、
、
↓
、
罵
b
ロ
、
・
ミ
三
智
§
惑
ミ
誉
、
・
丁
目
㌧
ミ
、
S
§
ず
駄
防
雪
§
亀
堵
く
○
轡
欝
（
お
銀
）
脚
ま
た
法
則
　
一
篶
明
と
偶
然
的
普
遍
文
の
識
別
に
関
す

　
　
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
綜
括
的
に
明
瞭
に
扱
っ
た
も
の
と
し
て
次
を
参
照
さ
れ
た
い
。
菊
．
H
≦
・
O
ず
び
げ
9
昌
＾
執
筐
乏
ω
研
僧
Φ
ヨ
窪
紛
欝
島
○
○
漏
纂
0
7

　
｛
¢
。
9
器
一
H
無
⑦
捲
6
8
”
、
．
》
謹
督
鴇
漁
く
。
ド
嵩
（
お
談
Y

（
5
）
　
一
般
に
は
、
へ
。
。
名
三
国
、
と
い
う
語
が
佼
わ
れ
る
が
、
他
に
へ
覧
①
罷
、
と
い
う
語
が
使
わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
Ω
．
国
・
い
●
野
鍵
島
　
①
ざ
へ
．
窯
。
亭
》
8
憎

　
繕
馨
鉱
釦
鼠
○
○
¢
馨
①
誌
ρ
」
o
ε
¢
一
留
簿
窪
8
ω
㌦
．
↓
ぎ
ぎ
黛
謹
ミ
鼠
、
ミ
へ
。
旨
辱
ず
矧
く
。
智
×
い
く
お
（
お
蔭
ゆ
）
．

（
6
）
　
O
h
．
幣
♪
o
鋸
湊
鼠
ρ
訂
≦
零
畠
閃
砦
ぽ
葛
臨
○
♪
（
○
篤
。
巳
憎
這
認
y
℃
●
器
・

（
7
）
　
法
則
言
明
が
反
事
実
的
条
件
文
を
「
支
え
」
、
偶
然
的
普
遍
文
は
反
屈
弁
職
条
件
文
を
「
支
え
な
い
」
と
い
う
議
論
に
関
し
て
は
、
℃
o
聞
篇
頃
と

　
濡
話
自
・
δ
と
の
間
に
論
争
が
生
じ
た
0
0
弊
囚
剣
勾
・
℃
O
℃
罵
H
㌦
へ
》
冥
O
笛
9
Z
帥
ε
邑
冨
壽
き
伽
留
＄
臣
＆
O
O
簿
謎
蔓
み
9
譲
9
0
0
琶
窯
8
静
㌦
．
韓
ミ
博

　
く
。
野
①
Q
。
”
（
お
膳
⑩
）
…
≦
●
図
琴
鉛
5
前
掲
二
論
文
…
隅
．
労
・
勺
○
や
鷺
さ
桟
ぽ
ト
◎
乱
曲
ミ
．
恥
ら
壁
駄
駄
詩
b
静
8
§
9
（
2
。
薫
ノ
δ
噌
ぎ
お
①
O
y
器
≦

　
も
需
鼠
同
8
ω
赫
×
儲
ま
た
、
O
h
ρ
口
．
〈
8
毛
誌
σ
q
露
＼
δ
⇔
O
§
象
餓
。
琶
『
．
、
卜
。
讐
リ
ミ
恥
鷺
ミ
題
“
（
8
a
9
”
お
鶏
y
唱
や
這
下
日
①
㎝
．

（
8
）
　
こ
の
気
色
は
ゆ
霞
訂
の
重
い
た
記
号
で
あ
る
。
》
「
芝
魯
b
づ
出
馬
噂
．
．
6
7
0
H
b
σ
q
器
。
｛
O
議
雲
州
勺
δ
霧
一
陣
閂
。
蕊
㌦
．
ミ
、
尽
①
9
（
お
蟄
Y

（
9
）
　
反
事
実
的
条
件
文
の
真
理
条
件
を
求
め
て
、
Z
．
○
§
ヨ
。
。
障
は
次
の
よ
う
に
議
論
を
し
て
、
そ
の
園
難
を
指
摘
す
る
Q

　
　
（
μ
）
　
開
夢
。
ヨ
a
。
8
げ
｝
田
舷
『
需
鵠
零
聴
障
畠
＆
り
博
を
。
乱
鎌
｝
志
く
①
一
戯
簿
＆
9

　　｛　
　
⑯
）
国
く
窪
猷
魯
①
ヨ
鉛
8
げ
蕃
山
び
需
篇
8
舞
8
ゲ
＆
」
脾
。
・
門
灘
乏
。
¢
一
亀
灘
◎
け
響
く
。
。
・
ρ
纂
畠
＆
甲

　
　
こ
の
四
文
は
共
に
そ
の
前
件
が
偽
で
あ
る
か
ら
、
真
理
関
数
含
意
文
と
し
て
考
え
れ
ば
、
ど
ち
ら
も
真
で
あ
る
。
そ
こ
で
た
と
え
ば
ω
が
真
で
あ

　
　
る
為
に
は
、
前
件
A
と
後
件
C
を
結
合
す
る
為
に
、
A
の
他
に
「
そ
の
マ
ッ
チ
は
充
分
乾
い
て
い
た
」
「
酸
素
が
充
分
あ
っ
た
」
な
ど
の
真
な
る

　
命
題
の
集
合
S
が
前
提
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
S
の
内
に
～
渉
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、
ω
・
》
か
ら
O
も
～
O
も
導
礁
さ
れ
る
か

必
然
性
と
反
蜘
実
的
条
件
文

四
九
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ら
、
S
か
ら
A
と
論
理
的
に
矛
盾
す
る
命
題
を
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
Q
ま
た
S
か
ら
A
と
雰
論
理
的
に
矛
暮
す
る
命
題
も
排
除
す
る
Q
そ
こ

　
　
で
ω
を
真
と
す
る
為
に
は
、
④
A
と
S
が
論
理
的
に
も
雰
論
理
的
に
も
無
矛
盾
で
あ
り
ふ
ω
・
｝
か
ら
C
が
推
論
さ
れ
る
よ
う
な
S
が
存
在
す
る
こ

　
　
と
。
㈲
A
と
9
が
論
理
的
に
も
非
論
理
的
に
も
無
矛
庸
で
あ
り
、
ω
、
・
諺
か
ら
～
○
が
推
論
さ
れ
る
よ
う
な
3
が
存
在
し
な
い
こ
と
。
の
．
し
。
づ
δ
包
伽

　
　
コ
2
ぴ
Φ
三
戸
δ
罵
》
≦
の
β
．
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
、
即
ち
A
は
S
に
．
o
障
Φ
き
江
Φ
．
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
三
つ
の

　
　
条
件
を
満
た
す
聴
、
ω
は
真
で
あ
る
。
し
か
し
㊥
は
再
び
反
事
実
的
条
件
文
で
あ
り
、
そ
こ
で
こ
れ
の
真
偽
を
判
劉
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
・
…
：

　
　
か
く
て
G
ゆ
の
真
理
性
の
判
別
は
無
限
後
退
に
陥
る
。
ま
た
A
か
ら
C
を
推
論
す
る
漂
理
は
、
全
称
化
さ
れ
た
法
劉
雪
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
検
証

　
　
不
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
ω
の
真
理
性
も
判
定
不
可
能
で
、
あ
る
o
O
h
瓢
．
の
8
毎
コ
⊆
3
♪
，
．
↓
冨
℃
δ
び
δ
罎
○
｛
O
o
義
心
費
h
飴
0
9
鎮
○
○
薮
匿
。
塗
グ
．
、
薫
9

（
1
0
）
　
尚
ま
た
厳
密
含
意
（
匂
・
窪
9
…
ヨ
豆
ざ
飴
銘
0
5
）
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
O
や
多
］
≦
．
○
謝
ω
ゲ
。
『
〆
．
．
縛
ぴ
①
O
o
巨
謎
蔓
み
9
男
望
け
O
o
鼠
窪
○
き
ポ
、
．
薫
α
．

（
1
1
）
　
定
言
文
に
潜
性
述
語
が
用
い
ら
れ
る
場
合
に
も
、
そ
れ
が
暗
に
反
事
実
的
条
件
文
を
含
意
し
て
い
る
こ
と
に
9
琶
⇔
℃
は
少
く
と
も
一
九
三
六

　
　
～
七
年
の
論
文
で
は
気
が
付
い
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
彼
は
潜
性
述
語
の
意
味
が
「
還
元
文
園
縣
償
。
ほ
。
欝
器
三
吉
。
緩
」
に
依
っ

　
　
て
は
、
部
分
的
に
し
か
決
定
さ
れ
ず
、
そ
の
語
に
つ
い
て
の
観
察
文
に
依
る
定
義
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
は
認
め
た
。
○
憾
騨
O
笛
ヨ
鋤
膨
．
甫
醗
寧

　
　
窪
曙
鋤
巳
竃
Φ
嘗
ぎ
α
Q
憎
、
”
、
ミ
§
§
ミ
ミ
，
恥
無
§
3
く
○
「
G
。
（
お
G
◎
①
）
M
響
ρ
c
。
M
δ
■

（
1
2
）
　
O
捗
芝
．
＜
◎
ρ
蛋
圃
β
、
露
①
。
霧
笛
蔓
づ
戸
三
♂
、
、
（
お
①
ら
。
y
『
書
膚
亀
鮪
ミ
勺
ミ
惑
誉
琶
職
ミ
ミ
§
、
§
a
3
（
窯
。
芝
K
o
貸
δ
①
①
）
堵
℃
ワ
密
－
餅

四

　
さ
て
こ
の
「
つ
な
が
り
」
は
如
何
な
る
認
識
論
的
地
位
と
存
在
論
的
地
位
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
件
と
後
件
が
或
る
特
別
な
仕

方
で
「
つ
な
が
っ
て
い
る
」
反
事
実
的
条
件
文
を
主
張
す
る
為
の
も
っ
と
も
確
か
な
根
拠
と
な
る
の
が
粛
然
法
則
で
あ
る
が
、
先
に
「
純

金
」
に
つ
い
て
の
普
遍
化
さ
れ
た
文
の
例
を
出
し
て
述
べ
た
よ
う
に
、
単
に
普
遍
性
で
以
っ
て
法
則
を
本
質
的
に
資
格
付
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
「
つ
な
が
り
」
を
「
い
つ
、
ど
こ
で
で
も
成
り
立
つ
規
則
性
偏
と
定
義
す
る
だ
け
で
は
、
本
質
的
に
「
つ
な
が

り
」
の
地
位
を
定
め
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

　
「
そ
の
料
理
を
食
べ
る
人
は
す
べ
て
腹
痛
を
起
す
」
と
い
う
準
法
瑚
型
の
全
称
命
題
が
あ
る
聴
、
且
つ
そ
の
料
理
を
食
べ
た
人
が
、
た



ま
た
ま
A
中
学
の
生
徒
で
あ
り
、
そ
の
全
貴
が
食
べ
た
、
と
い
う
こ
と
が
事
実
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
時
次
⑳
よ
う
な
偶

然
的
な
全
称
命
題
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
「
A
中
学
の
生
徒
は
す
べ
て
腹
痛
を
起
す
。
」
こ
れ
が
偶
然
的
な
全
称
命
題
で
あ
る
の

は
、
「
も
し
仮
に
a
と
い
う
人
が
A
中
学
の
生
徒
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
a
は
腹
痛
を
起
し
た
で
あ
ろ
う
㎏
と
い
う
反
事
実
的
条
件
文

を
、
そ
れ
に
基
ず
い
て
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
Q
　
　
方
準
法
鋼
型
の
全
称
命
題
に
基
づ
い
て
、
そ
の
同
じ
a
と
い
う
人

に
つ
い
て
、
「
も
し
仮
に
a
が
そ
の
料
理
を
食
べ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
a
は
腹
痛
を
起
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
事
実
的
条
件
文

を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
a
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
得
る
反
事
実
的
条
件
文
に
お
い
て
二
通
り
の
前
件
の
つ
く
り
方
が
あ

る
時
、
　
一
方
の
前
件
に
は
「
腹
痛
を
起
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
後
件
が
「
つ
な
が
り
し
、
飽
方
の
前
件
に
は
同
じ
後
件
が
「
つ
な
が
ら
な

い
」
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
前
件
と
後
件
と
の
間
の
「
つ
な
が
り
」
は
、
「
a
」
に
つ
い
て
の
前
件
の
つ
く
り
方
に
依
存
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
「
そ
の
料
理
を
食
べ
て
い
た
と
す
る
」
と
い
う
前
件
と
「
腹
痛
を
起
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
後
件
が
「
つ

な
が
り
」
を
持
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
「
つ
な
が
り
」
を
勝
手
に
つ
け
た
も
の
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、
反
事
実
的
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

文
の
問
題
提
出
者
で
あ
る
知
’
冨
・
O
露
践
。
ぎ
の
轡
葉
を
借
り
る
と
「
物
の
性
質
管
。
窟
益
①
ω
9
鹸
ヨ
ひ
q
。
。
」
あ
る
い
は
0
6
】
）
・
じ
ご
壕
0
9
。
仙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
言
う
「
何
か
実
在
的
な
も
の
。
・
Q
唐
Φ
芸
β
σ
q
器
量
」
に
対
応
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
「
そ
の
料
理
を
食
べ
る
人
は
す
べ

て
腹
痛
を
起
す
」
の
は
「
そ
の
料
理
を
食
べ
る
」
と
い
う
事
態
と
「
腹
痛
を
起
す
」
と
い
う
事
態
の
間
に
「
物
の
性
質
」
、
「
何
か
実
在
的

な
も
の
」
と
し
て
の
「
つ
な
が
り
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
「
も
し
仮
に
a
と
い
う
人
が
そ
の
料
理
を
食
べ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
a

は
腹
痛
を
起
し
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
事
実
的
条
件
文
を
主
張
し
得
る
の
は
、
そ
の
前
件
と
後
件
と
の
闘
に
そ
の
「
つ
な
が
り
」
が
対

応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
　
「
そ
の
料
理
を
食
べ
る
」
と
い
う
事
態
と
「
腹
痛
を
起
す
篇
と
い
う
事
態
の
間
に
恒
常
的
接
続
を
観
察
し
た

か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ
う
な
反
事
実
的
条
件
文
を
類
例
と
し
て
主
張
し
得
る
の
で
あ
る
と
鷺
瞬
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
Q
し
か
し
筆
者
は
、
恒

常
的
接
続
を
観
察
で
き
る
の
は
事
態
と
事
態
の
閾
に
「
物
の
性
質
」
と
し
て
の
「
つ
な
が
り
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
反
事
実
的
条
件
文

を
主
張
し
得
る
の
は
そ
の
「
つ
な
が
り
」
を
表
現
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
い
。
こ
の
「
つ
な
が
り
」
は
、
O
露
。
。
げ
9
ヨ
に

681

必
然
性
と
反
察
実
的
条
件
文

五
一
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折
隅
学
研
W
施
九
　
　
第
五
噌
臼
二
十
轟
ハ
ロ
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

依
れ
ば
「
経
験
論
に
と
っ
て
困
惑
の
源
」
で
あ
る
。
恒
常
的
接
続
の
成
り
立
つ
原
因
と
し
て
こ
の
「
つ
な
が
り
」
を
知
覚
を
越
え
た
存
在

の
次
元
に
筆
者
は
認
め
た
い
。
自
然
法
鰹
に
依
っ
て
「
支
え
ら
れ
て
し
主
張
さ
れ
得
る
反
事
実
的
条
件
文
の
前
件
と
後
件
と
の
問
の
「
つ

な
が
り
」
は
「
物
の
性
質
」
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
前
件
の
事
態
と
後
件
の
事
態
と
の
問
の
「
つ
な
が
り
」
は
「
物
の
性
質
漏
で

あ
る
。
　
「
つ
な
が
り
」
は
「
物
の
性
質
」
乃
蚕
「
何
か
実
在
的
な
も
の
」
と
い
う
存
在
論
的
地
位
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
筆
岩
の

求
め
て
い
た
必
然
性
と
は
こ
の
「
つ
な
が
り
」
に
他
な
ら
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
反
事
実
的
条
件
文
に
依
っ
て
表
現
さ
れ
る
事
態
は
「
反
事
実
し
と
言
っ
て
定
義
上
経
験
的
に
は
観
察
し
得
な
い
事
態
で
あ
る
。

そ
こ
で
前
件
と
後
件
と
の
間
の
「
つ
な
が
り
」
は
、
そ
の
事
態
が
観
察
不
可
能
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
物
の
性
質
」
に
対
応
し
て
い
る

と
言
わ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
　
「
つ
な
が
っ
て
い
る
」
事
態
と
事
態
を
観
察
し
得
よ
う
と
、
し
得
ま
い
と
、
そ
の
「
つ
な
が
り
」
は
経
験
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

観
察
か
ら
独
立
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
「
物
の
性
質
扁
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
「
つ
な
が
り
」
そ
の
も
の
は
、
如
何
な
る
季
段
に
依
っ
て
も

観
察
し
得
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
現
象
で
も
な
く
、
経
験
的
認
識
の
客
観
で
も
な
い
。
筆
者
は
こ
の
「
つ
な
が
り
」
こ
そ

が
「
物
自
体
」
の
世
界
に
成
り
立
つ
「
必
然
的
な
関
係
」
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
知
覚
し
得
な
い
こ
の
「
つ
な
が
り
」
を
、
し
か
し
な
が

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ら
わ
れ
わ
れ
は
「
推
測
し
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
前
件
と
後
件
と
が
「
つ
な
が
っ
て
い
る
」
反
事
実
的
条
件
文
を
主
張
す
る
こ
と
を
「
支

え
る
し
の
が
膚
然
法
則
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
「
支
え
る
」
と
い
う
こ
と
の
意
味
は
、
知
覚
不
可
能
な
「
物
の
性
質
」
と
し
て
の
「
つ
な
が

り
」
を
わ
れ
わ
れ
が
「
推
測
す
る
根
拠
と
な
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
　
「
つ
な
が
り
」
は
、
膚
然
法
則
に
基
ず
い
て
「
推
測
さ
れ
る
」

と
い
う
認
識
論
的
地
位
を
有
す
る
の
で
あ
る
Q

　
自
然
法
劉
は
、
そ
れ
に
対
応
す
る
反
事
実
的
条
件
文
を
「
支
え
」
、
「
物
の
性
質
」
と
し
て
の
「
つ
な
が
り
」
を
「
推
測
す
る
根
拠
」
と

な
る
訳
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
逆
に
言
う
と
「
つ
な
が
り
」
を
持
っ
た
反
事
実
的
条
件
文
に
依
っ
て
自
然
法
則
は
意
味
付
け
ら
れ
る
と
欝
っ

て
よ
い
。
し
か
し
反
事
実
的
条
件
文
の
前
件
と
後
件
と
の
間
に
「
つ
な
が
り
扁
が
あ
る
か
ら
と
轡
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
自
然
法
則
の

前
件
と
後
件
と
の
澗
に
も
「
つ
な
が
り
」
が
あ
る
と
は
直
ち
に
結
論
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
何
故
な
ら
「
つ
な
が
り
し
は
反
事
実
豹
条



　
　
件
文
の
表
現
す
る
一
事
例
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
法
則
が
表
現
す
る
「
す
べ
て
翫
の
事
例
に
迄
及
ぼ
す
こ
と
は
論
理
的
に
で
き
な

　
　
い
か
ら
で
あ
る
。
　
「
つ
な
が
り
」
の
あ
る
反
事
実
的
条
件
文
を
い
く
ら
多
く
主
張
し
て
も
、
ま
た
「
つ
な
が
り
」
の
あ
る
事
実
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
い
く
ら
多
く
雷
明
し
て
も
、
帯
鋼
は
そ
れ
ら
の
連
雷
と
し
て
表
現
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
自
然
法
翔
の
表
現
す
る
「
す
べ
て
」

　
　
の
事
例
に
つ
い
て
の
前
件
と
後
件
と
の
問
に
「
つ
な
が
り
」
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ぽ
、
自
然
法
翔
の
必
然
性
を
甘
ω
鋤
ぞ
し
た

　
　
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
瞬
紅
藻
｝
8
鳳
。
⇔
は
純
論
理
的
観
点
か
ら
な
さ
れ
る
問
題
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
が
自
然
の
質
的
構
造
を
如

　
　
何
に
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
に
依
拠
す
る
問
題
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
時
自
然
に
譲
る
事
物
の
無
限
の
多
様
性
を
認
め
た
上
で
、
し
か
し

　
　
筆
者
は
次
の
事
実
は
膚
然
の
質
的
構
造
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。
た
と
え
ば
「
す
べ
て
の
銅
は
、
加
熱
さ
れ
る
と
、
膨
張

　
　
す
る
」
と
い
う
場
合
、
こ
の
「
す
べ
て
の
銅
」
と
い
う
ク
ラ
ス
表
現
は
、
近
似
的
に
限
定
さ
れ
得
る
同
じ
一
定
の
性
質
（
赤
色
、
融
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
8
◎
。
。
。
。
O
、
沸
点
さ
。
①
。
。
O
。
O
、
硬
度
。
。
、
等
）
を
持
っ
た
物
の
集
書
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
「
物
」
は
そ
の
存
在
様
態
と
し
て
あ
る
程
度
の
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
定
性
乃
至
自
律
性
を
持
っ
て
い
る
。
何
故
な
ら
安
定
性
が
な
け
れ
ば
、
一
定
の
性
質
を
持
っ
た
物
と
い
う
概
念
を
適
用
で
き
な
く
な
り
、

　
　
自
然
法
則
を
定
式
化
す
る
こ
と
も
不
可
能
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
少
く
と
も
こ
の
二
つ
の
質
的
構
造
を
事
実
と
し
て
認
め
た
上

　
　
で
、
「
も
し
仮
に
こ
の
銅
が
加
熱
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
膨
張
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
反
事
実
的
条
件
文
や
「
加
熱
さ

　
　
れ
て
い
る
こ
の
銅
は
、
膨
張
し
つ
つ
あ
る
」
と
い
う
観
察
文
に
「
つ
な
が
り
」
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
こ
の
銅
」
と
同
じ
一
定
の
性
質
を

　
　
持
ち
、
攣
る
程
度
の
安
定
性
を
持
っ
た
「
す
べ
て
の
銅
」
に
つ
い
て
も
、
「
加
熱
さ
れ
る
」
と
い
う
前
件
と
「
膨
張
す
る
」
と
い
う
後
件
と

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
間
に
も
そ
の
同
じ
「
つ
な
が
り
」
が
あ
る
と
推
測
し
て
は
な
ら
な
い
理
由
は
な
い
。
即
ち
「
す
べ
て
の
銅
は
、
加
熱
さ
れ
る
と
、
膨
張

　
　
す
る
」
と
い
う
自
然
法
則
は
、
「
す
べ
て
の
銅
」
と
い
う
、
同
じ
～
定
の
性
質
を
持
ち
、
或
る
程
度
の
安
定
性
を
持
っ
た
物
の
集
合
の
要
素

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
夫
々
「
す
べ
て
」
に
つ
い
て
「
加
熱
さ
れ
る
」
と
い
う
事
態
と
「
膨
張
す
る
」
と
い
う
事
態
の
間
に
需
要
の
性
質
」
と
し
て
の
同
じ
「
つ

　
　
な
が
り
」
を
推
絶
す
る
こ
と
に
依
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
換
　
習
す
る
と
「
或
る
銅
は
加
熱
さ
れ
て
も
膨
張
し
な
い
匹
　
と
い
う

　
　
可
能
性
を
排
除
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
加
熱
さ
れ
て
も
膨
張
し
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
が
銅
で
な
い
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
何
か
他
の

鰯　
　
　
　
　
　
必
然
姓
と
反
喜
実
的
条
件
文
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
置
三
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折
僻
学
群
鱗
究
　
、
第
五
一
白
二
十
六
口
万

五
四

条
件
が
侵
入
し
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
自
然
法
則
の
必
然
性
は
、
そ
れ
が
表
現
す
る
「
す
べ
て
」
の
物
夫
々
に
成
り
立
つ
「
同
じ

つ
な
が
り
し
に
対
応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
結
論
と
し
て
次
の
よ
う
に
轡
う
こ
と
が
で
き
る
。
自
然
法
期
の
必
然
性
は
「
物

の
性
質
」
と
し
て
の
「
同
じ
つ
な
が
り
」
と
い
う
存
在
論
的
根
拠
に
依
っ
て
』
器
段
《
さ
れ
る
と
共
に
、
盲
然
法
恥
は
こ
の
「
同
じ
つ
な

が
り
」
を
「
物
の
性
質
」
と
し
て
推
測
す
る
為
の
認
識
論
的
根
拠
な
の
で
あ
る
。

－
わ
れ
わ
れ
の
膚
然
認
識
は
、
カ
ン
ト
が
看
て
取
っ
た
よ
う
に
必
然
的
な
「
関
係
」
の
定
式
化
か
ら
成
る
。
し
か
し
そ
れ
は
「
原
則
」
に

依
る
「
必
然
化
」
の
結
果
成
り
立
つ
関
係
で
は
な
く
、
「
物
の
性
質
」
と
し
て
の
「
つ
な
が
り
」
を
「
推
測
」
す
る
こ
と
に
依
っ
て
認
識
さ

れ
る
関
係
で
あ
る
。
自
然
認
識
は
理
論
的
思
惟
と
実
験
に
依
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
本
質
上
「
推
測
」
で
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
は
推
測
す
る
も
の
（
認
識
能
力
）
と
推
測
さ
れ
る
も
の
（
「
物
の
性
質
」
）
と
の
二
元
論
に
立
た
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
「
推
測
」

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
然
認
識
は
晴
に
「
つ
な
が
り
」
の
存
し
な
い
と
こ
ろ
に
「
つ
な
が
り
」
を
推
測
し
、
反
証
さ
れ
る
場
合
が
生
じ
る

の
で
あ
る
。
ま
た
宇
宙
の
す
べ
て
の
領
域
に
誤
る
「
つ
な
が
り
し
を
、
人
類
の
短
い
歴
史
に
於
て
わ
れ
わ
れ
が
「
推
測
験
し
得
た
と
は
到

底
考
え
が
た
い
。
現
在
成
立
し
て
い
る
自
然
法
劉
は
、
或
る
限
ら
れ
た
右
舷
領
域
に
於
る
「
つ
な
が
り
」
を
「
推
測
」
し
て
い
る
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
、
（
8
）

る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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te　early　HeiaR　period．　The　feeling　of　fttllnes．s　and　’rriight　were　negated　and

the　contours　o届gures．were　softened　by　fia之tening　volume　a且d　crea伽g　a

more　subtle　sty1e　of　sculpture．

4．　While　Chinese　sculpture　was　grasping　toward　an’　objective　under－

standing　of　an　object，　in　order　to　reproduce　the　actual　existence　of　aR　object，

」6eh6　in　his　Amida　Buddha　was，　on　the　other　hand，　attempting　to　reproduce

an　object　in　which・there　would　be　no　barrier　of　ttnderstadin．ct　between　the

object　and　the　viewer．

　　In　l　his　quality　xests　the　essence　of　Japanese　style　ln　the　H66　D6　Amida

Buddha．

聾ecess鷺y　aenaj　Co撚重er憂ac飯a璽Co超轍ona｝．s

∂アH圭deo　Yabuk圭

　　　The　alm　of　the　present　paper　is　to　ciarify　tke　epistemological　and　ontole．cr一

圭ca玉sta敏s　of　natural　or　phys圭cahecess三ty．　Fox　th量s　p疑rpose，王f撤exa穏玉ne

the　thoughts　of　Hume　and　Kant　in　brief，　alld　then　the　oplRlons　of　this

cent疑rゾs　analytic画losophers　he！P鵬y　argument重◎proceed、

　　　Though　｝lttme　and　Kant　are　fuRdamentally　different　in　important．　points，．

both　hold　a　same　polnt　of　view　in　¢ommon　with　regard　te　tke　preblem　o£　一

　natural　necessity；　speaking　roughly，　both　thlnk　that　necessity　is　something

　there　is　on　the　slde　of　perceiving　subjects　rather　than　on　the　side　of

nature　perceivecl．

　　　王do泣get三籠to　1三Re　w玉th　these　two．王waRt　to　apProack重he　problem　of

　natural　necessity　rea！istically．　Then　it　serves　my　approach　te　seek　after　thg

『．．meaning　and　the　funct圭・n・f　c。瞬erfac漁1　c。藤ti・nals　aftef　due　c・nsiderati・n

of　their　relation　to　laws　o至na雛e．　We　can　assert　counterfactual　cond呈tionals

only　of　the　kind　supported　by　laws　of　nature．　The　connections　of　antecedents

　and　consequents　of　such　counterfacttta！　conditionals　are　nonaccidental．　in

acertaiR　specific　way　differe導from　mater圭al　or＄七r三ct量瓢pllct　i雛P玉icat至on．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2



1　propose　these　very　connections　correspond　to　and　are

necessity　as　properties　of　things　themselves，　and’that

but　oniy　conjecture　the　reality　of　such　necessity．

appearance　of　real

we　can　not　know

　　　　　　　　　　　Gedanken聴er　ffege豆i簸der　Je餓・Zeit

　　　　Apokalypse　der　Neuzeit：‘‘d三e　absolute　Freiheit　und　der　Schrecken”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　von　Michio　Yamamoto

　　Erwartungsvoll圭n　die　kommende‘‘葺eue　Zeit”blicke鍛d，　schickte　s圭ch　HegeI

in　der　Je鍛a，Ze圭t　a簸，　auf　G】ごund　dieser　Uberzeugung　sein　efstes　ph呈10soph玉sches

Syste鵬zu　kons雛iere豆．‘‘Das　absolute　W三sseガ’in“Ph護no撮enoiogle　des

Ge三stes”bedeutet　nichts　anderes　als　phiiGsoph三sche　Fix圭erung　eben　（玉ieser

Schau　in　die‘‘neue　Ze圭t”．

　　Die　Absicht　des　vorliegenden　Aufsa宅zes　besteht　dar圭登z砥untersuchen：wie

　　　　　　　　　　　サ　リ
Hegel　seine　Ube銘eugung　zu　e玉ner　philosoph圭schen　Forrnulierung　re玉fen　lasseh

囎dwie　er　den　Schr三tt　auf　den｝÷lorizoRt　der‘‘neuen　Ze圭で’hi鍛tun　kon煎e．

　　玉RHinsicht　auf　solche　Fragen　ist　das懲圭t　《‘die　absolute　Fre三heit　und　der

Schreckeゴ，　bet三telte　Klapite玉三難‘‘PhaRomenologie，，，　vor　a至le瓶　da＄（｛oert　behan－

delte　Problem　des‘‘Todes”von　erheb重icher　Bedeutung．　Denn　es量st　hier　de斑

Denker　gelungen，　sowohl　den　Grenzpunkt　des　Weltgeistes油．　Wirk1圭che簸zu

bes蔽gen，　als　auch　die　No重we捻digkeit　von　dessen　Ubergang　ills　lnnerliche

Z羅bewelsen，

　　　　　　　　　　La　thgorie　des　corps　chez　Merleau－Poikty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sur　le　corps　propre

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Par　Yoshihlro　Fuse

　　Le　probleme　de　erelation　entre　1’ame　et　le　corps　6tait　toujours　difficile．

Cela　n’est　pas　changS　aujourd’hui．　Autrefois，　pour　Descartes，　le　corps　6tait

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3


